
編
集
後
記

＊
今
号
で
は
、
所
員
の
執
筆
者
と
と
も
に
、

研
究
所
外
か
ら
ア
メ
リ
カ
文
学
・
文
化
研
究
の

気
鋭
の
研
究
者
た
ち
を
迎
え
て
、「
ア
フ
リ
カ

系
ア
メ
リ
カ
人
の
イ
メ
ー
ジ
」
の
特
集
を
組
む

こ
と
が
で
き
た
。

ま
ず
新
田
啓
子
氏
は
現
在
、
一
橋
大
学
大
学

院
言
語
社
会
研
究
科
助
教
授
だ
が
、
狭
義
の
ア

メ
リ
カ
文
学
に
と
ど
ま
ら
ず
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
、

政
治
文
化
な
ど
に
つ
い
て
研
究
・
批
評
を
行
っ

て
い
る
。
今
回
は
、
二
〇
世
紀
の
社
会
・
文
化

に
お
い
て
機
能
し
た
「
人
種
」
概
念
の
問
題
含

み
の
諸
相
を
概
観
し
た
う
え
で
、
特
異
な
女

優
・
作
家
メ
イ
・
ウ
ェ
ス
ト
の
興
味
深
い
経
歴
、

と
く
に
検
閲
体
制
と
の
交
渉
を
分
析
す
る
論
考

を
い
た
だ
い
た
。
つ
づ
く
杉
山
直
子
氏
は
、
日

本
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
助
教
授
で
あ
り
、

ア
フ
リ
カ
系
・
ア
ジ
ア
系
文
学
の
研
究
者
で
あ

る
。
氏
の
論
考
は
、
皮
膚
の
色
の
薄
い
黒
人
が

白
人
と
し
て
通
す
「
パ
ッ
シ
ン
グ
」
の
問
題
に

つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的
展
開
を
概
観
し
、
さ
ら

に
そ
の
現
代
的
変
形
を
試
み
る
ト
ニ
・
モ
リ
ソ

ン
の
小
説
を
分
析
し
て
い
る
。
本
研
究
所
の
松

本
一
裕
の
論
文
は
、「
黒
人
」
作
家
ラ
ル
フ
・
エ

リ
ソ
ン
が
「
黒
人
」
の
「
同
一
性
」
な
る
概
念

そ
れ
自
体
と
切
り
結
ん
だ
緊
張
を
孕
ん
だ
関
係

を
分
析
し
て
い
る
。

飯
野
友
幸
氏
は
、
上
智
大
学
文
学
部
教
授
で

ア
メ
リ
カ
現
代
詩
が
専
門
だ
が
、
小
説
家
ポ
ー

ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
や
、
ブ
ル
ー
ス
音
楽
に
関
す

る
編
著
書
も
あ
り
、
今
回
は
、
詩
人
エ
リ
オ
ッ

ト
と
「
黒
人
」
大
衆
音
楽
と
の
関
わ
り
の
実
相

に
つ
い
て
書
い
て
い
た
だ
い
た
（
そ
の
「
黒
人
」

音
楽
が
す
で
に
白
人
聴
衆
と
の
交
渉
に
お
い
て

形
成
さ
れ
て
い
た
点
な
ど
）。
平
尾
吉
直
氏
は

現
在
、
首
都
大
学
東
京
国
際
文
化
学
科
欧
米
文

化
専
攻
の
助
手
で
あ
る
が
、
ア
フ
リ
カ
文
学
や
、

ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
文
学
・
文
化
の
研
究
者

で
あ
る
。
氏
の
論
文
は
、
黒
塗
り
の
戯
画
的
な

「
黒
人
」
が
演
じ
ら
れ
た
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
・

シ
ョ
ー
に
つ
い
て
、
ア
フ
リ
カ
系
の
人
々
が
そ

の
「
黒
人
」
像
に
反
応
し
対
処
し
た
様
相
を
分

析
す
る
。
江
田
孝
臣
氏
は
、
早
稲
田
大
学
文
学

部
教
授
で
、
ア
メ
リ
カ
現
代
詩
の
研
究
者
で
あ

る
。
今
回
は
、
と
く
に
中
心
的
に
研
究
し
て
き

た
詩
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ー
ロ
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
の
黒
人
へ
の
関
心
・
欲
望
等
に
つ
い
て
、
諸

資
料
の
実
証
的
検
討
に
基
づ
く
論
考
を
い
た
だ

い
た
。
本
研
究
所
の
富
山
英
俊
は
、
同
じ
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
の
特
異
な
「
パ
ッ
シ
ン
グ
」
小
説
「
マ

ン
・
オ
ー
キ
ッ
ド
」
に
つ
い
て
一
文
を
寄
せ
た
。

ま
た
、
本
研
究
所
の
マ
イ
ケ
ル
・
プ
ロ
ン
コ
の

論
文
は
、
黒
人
作
家
イ
シ
ュ
メ
ル
・
リ
ー
ド
の

小
説
中
の
、
読
者
へ
の
策
略
に
満
ち
た「
黒
人
」

イ
メ
ー
ジ
の
提
示
を
分
析
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
簡
略
な
紹
介
・
確
認
を
試
み
て
、

括
弧
つ
き
の
表
現
が
頻
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
こ
れ
は
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
イ

メ
ー
ジ
が
、
撤
廃
さ
れ
る
べ
き
差
別
的
像
と
し

て
存
在
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
黒
人
や
白
人
（
ほ

か
）に
と
っ
て
、種
々
の
複
雑
な
反
応
・
応
対
・

欲
望
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
こ
と
の
徴
で
あ
ろ

う
。
あ
ら
か
じ
め
意
図
し
た
以
上
に
、
本
号
の

諸
論
文
は
、
重
な
り
合
う
主
題
や
問
題
設
定
を

示
し
て
い
る
と
思
う
。

二
〇
世
紀
初
頭
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
・
歌
手
で

あ
っ
た
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
名
前
と
イ

メ
ー
ジ
は
、
新
田
氏
、
平
尾
氏
、
富
山
の
論
考

に
登
場
す
る
。
本
誌
の
表
紙
の
二
つ
の
人
物
像

は
、
そ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ

を
ト
リ
ミ
ン
グ
し
て
併
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
飯
野
氏
と
富
山
の
論
考
は
、
〇
二
年

十
二
月
の
日
本
ア
メ
リ
カ
文
学
会
東
京
支
部
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
期
の
テ
ク
ス
ト

に
お
け
る
黒
人
表
象
」
で
の
研
究
発
表
を
淵
源

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
田
氏
、
江
田
氏
、
平

尾
氏
、
飯
野
氏
に
は
、
昨
年
一
〇
月
と
本
年
一

月
に
行
っ
た
研
究
所
の
連
続
公
開
講
座
の
講
師

と
い
う
形
で
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
あ
ら

た
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。（
富
山
英
俊
）
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＊
今
回
特
集
の
一
つ
と
し
て
掲
載
す
る
の
は
、

二
〇
〇
五
年
十
一
月
十
二
日
に
、
言
語
文
化
研

究
所
と
芸
術
学
科
共
催
で
開
催
し
た
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
映
画
／
歴
史
／
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」

の
発
表
原
稿
の
翻
訳
と
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

当
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
進
行
と
五
名
の
パ

ネ
リ
ス
ト
の
所
属
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ
を
参
照

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
簡
単
に
補
足
し
た
い
。

ア
リ
ソ
ン
・
マ
ッ
キ
ー
氏
は
四
〇
年
代
ハ
リ

ウ
ッ
ド
古
典
的
女
性
映
画
と
物
語
論
の
研
究
者

で
あ
る
。
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
・
キ
ャ
ラ
ハ
ン
氏
は
フ

ラ
ン
ス
映
画
研
究
を
中
心
と
し
て
い
る
が
、
女

性
学
と
哲
学
の
修
士
を
持
ち
、
近
年
多
様
な
ア

プ
ロ
ー
チ
か
ら
メ
デ
ィ
ア
、
女
性
、
歴
史
の
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ス
タ

イ
ガ
ー
氏
は
ア
メ
リ
カ
映
画
史
、
と
り
わ
け
ハ

リ
ウ
ッ
ド
映
画
史
の
第
一
人
者
と
し
て
世
界
的

に
著
名
な
学
者
の
一
人
で
あ
る
。
続
く
パ
ト
リ

シ
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
氏
は
気
鋭
の
ク
イ
ア
映
画
理

論
家
で
あ
り
、
ま
た
Ｎ
Ｙ
に
あ
る
ウ
ィ
メ
ン
・

メ
イ
ク
・
ム
ー
ヴ
ィ
ー
ズ
の
顧
問
と
し
て
も
活

躍
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ロ
ー
ラ
・
マ
ル
ヴ
ィ

氏
は
映
画
学
の
み
な
ら
ず
美
術
史
か
ら
文
学
ま

で
影
響
を
与
え
た「
視
覚
的
快
楽
と
物
語
映
画
」

の
著
者
と
し
て
、
ま
た『
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎
』

を
始
め
と
す
る
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ォ
レ
ン
氏
と
の

共
同
映
画
製
作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
残
念

な
が
ら
原
稿
で
は
再
現
で
き
な
い
が
『
紳
士
は

金
髪
が
お
好
き
』
の
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
の

一
瞬
の
姿
を
ス
ロ
ー
・
モ
ー
シ
ョ
ン
で
捉
え
、

映
像
を
反
復
す
る
と
い
う
魅
惑
的
な
ビ
デ
オ
映

像
を
伴
い
な
が
ら
の
講
演
は
、
大
変
印
象
深
い

も
の
で
あ
っ
た
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
努
め
て
い
た
だ
い
た
の

は
ホ
ワ
イ
ト
氏
の
コ
メ
ン
ト
を
担
当
し
た
本
学

芸
術
学
科
助
教
授
の
斉
藤
綾
子
を
除
い
て
、
以

下
の
四
名
の
方
で
あ
る
。
ま
ず
、
愛
知
県
立
大

学
外
国
学
部
英
米
学
科
教
授
で
、
文
学
と
映
画

を
古
典
的
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
観

点
か
ら
研
究
し
て
い
る
野
沢
公
子
氏
が
「
女
性

映
画
」
に
関
し
て
総
括
的
か
つ
的
確
な
コ
メ
ン

ト
を
し
て
下
さ
っ
た
。
本
学
芸
術
学
科
非
常
勤

講
師
と
し
て
教
鞭
を
執
っ
て
頂
い
て
い
る
鷲
谷

花
氏
が
セ
レ
ブ
の
ロ
マ
ン
ス
に
関
し
て
、
日
本

か
ら
香
港
へ
と
文
脈
を
広
げ
問
題
提
起
を
し
て

下
さ
っ
た
。
マ
キ
ノ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
、

京
都
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
・
リ
サ
ー
チ
に
詳
し
い
立

命
館
大
学
文
学
部
人
文
科
学
総
合
イ
ン
ス
テ
ィ

テ
ュ
ー
ト
助
教
授
の
冨
田
美
香
氏
は
豊
富
な
ビ

ジ
ュ
ア
ル
資
料
を
駆
使
し
て
、
日
本
映
画
の

ヴ
ァ
ン
プ
像
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
て
下
さ
っ

た
。
そ
し
て
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
を

始
め
と
す
る
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
の
翻
訳

者
と
し
て
知
ら
れ
、
精
神
分
析
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

理
論
の
第
一
人
者
で
あ
る
お
茶
の
水
女
子
大
学

人
間
文
化
研
究
所
教
授
の
竹
村
和
子
氏
が
洞
察

溢
れ
る
コ
メ
ン
ト
で
マ
ル
ヴ
ィ
氏
の
議
論
を
さ

ら
に
広
げ
て
下
さ
っ
た
。

原
稿
の
翻
訳
は
川
口
恵
子
さ
ん
（
東
京
大
学

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
在
籍
）、

中
井
真
木
さ
ん
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
博
士
課
程
在
籍
）、
山
口
菜
穂
子
さ
ん

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
在
籍
）、
笹
川
慶
子
さ
ん（
早

稲
田
大
学
、
日
本
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）、

水
野
祥
子
さ
ん
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ

ン
ジ
ェ
ル
ス
校
映
画
・
テ
レ
ビ
・
メ
デ
ィ
ア
学

部
批
評
学
科
博
士
候
補
）
に
協
力
し
て
頂
い
た
。

優
秀
な
彼
女
た
ち
の
協
力
無
し
に
は
今
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
論
文
掲
載
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

発
表
と
コ
メ
ン
ト
に
続
い
て
は
、
斉
藤
綾
子

の
司
会
の
元
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
長
時
間
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
有
意
義
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
限
ら
れ
た
時
間
内
で
発
表
を

割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
場
合
も
あ
り
、
い

ず
れ
に
し
て
も
本
特
集
で
発
表
原
稿
が
全
文
翻

訳
さ
れ
、
改
め
て
そ
の
豊
か
な
内
容
を
確
認
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
実
現
で
き
た
の

は
ひ
と
え
に
多
く
の
方
の
協
力
あ
っ
て
こ
そ
で
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あ
る
。
パ
ネ
リ
ス
ト
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
、
翻

訳
者
の
方
々
、
研
究
所
所
員
・
委
員
の
皆
さ
ん
、

芸
術
学
科
の
ス
タ
ッ
フ
、
大
学
院
の
学
生
に
感

謝
し
た
い
。
そ
し
て
長
時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
っ
た
聴
衆
の
方
に

も
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と

し
て
、
映
画
に
限
ら
ず
、
視
覚
文
化
、
文
学
な

ど
超
域
的
に
理
論
的
な
思
索
が
一
層
深
ま
っ
て

い
く
こ
と
を
願
い
た
い
。

（
斉
藤
綾
子
）

＊
『
言
語
文
化
』
第
二
十
三
号
を
お
届
け
す

る
。
本
号
の
特
集
に
つ
い
て
は
英
文
学
科
の
富

山
英
俊
教
授
に
編
集
を
お
願
い
し
、
ま
た
十
一

月
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
映
画
／
歴

史
／
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
芸
術
学

科
の
斉
藤
綾
子
助
教
授
に
お
願
い
し
て
そ
の
記

録
を
本
号
に
掲
載
し
た
。

そ
れ
以
外
の
論
文
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介

す
る
と
、
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
二
つ

の
論
考
は
、
十
月
に
本
研
究
所
が
主
催
し
た
講

演
会
の
記
録
で
あ
る
。
エ
リ
ッ
ク
・
マ
ル
テ
ィ

氏
は
パ
リ
第
七
大
学
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
現
代
文

学
部
教
授
。
ド
ミ
ニ
ク
・
ド＝

ク
ル
セ
ル
氏
は

Ｃ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
）の
研
究
指
導
教
授
で
、国
際
哲
学
コ
レ
ー

ジ
ュ
や
エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
ル
で
も
講
義
を
担

当
さ
れ
て
い
る
。
な
お
マ
ル
テ
ィ
氏
の
講
演
に

つ
い
て
は
す
で
に
、「
バ
ル
ト
『
恋
愛
の
デ
ィ

ス
ク
ー
ル
』
を
め
ぐ
っ
て
」
と
い
う
題
で
、
雑

誌
『
み
す
ず
』（
み
す
ず
書
房
）
の
第
五
三
四

号
（
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）
に
、
フ
ラ
ン
ス
文

学
科
石
川
美
子
教
授
に
よ
る
翻
訳
が
掲
載
さ
れ

た
。
三
宅
良
美
氏
は
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部

助
教
授
。六
月
に「
想
像
の
フ
ェ
ミ
ニ
テ
ィ
│
│

ジ
ャ
ワ
の
言
語
と
舞
踏
」
と
題
す
る
た
い
へ
ん

興
味
深
い
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
だ
が
、

そ
れ
に
関
連
す
る
新
た
な
英
文
原
稿
を
本
誌
の

た
め
に
頂
戴
し
た
。
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社

会
研
究
科
教
授
の
イ
・
ヨ
ン
ス
ク
氏
の
論
文
は
、

二
〇
〇
三
年
十
二
月
に
当
研
究
所
で
お
こ
な
っ

て
い
た
だ
い
た
講
演
会
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

当
方
の
手
違
い
で
掲
載
が
大
幅
に
遅
れ
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
お
詫
び
申
し

上
げ
る
。

二
〇
〇
五
年
度
の
言
語
文
化
研
究
所
の
そ
の

ほ
か
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
簡
単
に
ご
報
告
し

て
お
き
た
い
。
十
月
に
は
明
治
学
院
大
学
で
日

本
音
楽
学
会
の
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
芸
術
学
科
と
の
共
催
で
「
リ

ゲ
テ
ィ
と
二
十
世
紀
音
楽
」
と
い
う
特
別
セ
ミ

ナ
ー
が
開
か
れ
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
レ
イ
チ
ェ

ル
・
ベ
ッ
ク
ル
ズ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
に
講
演
を
お

願
い
し
た
。
十
一
月
に
は
大
学
院
文
学
研
究
科

英
文
学
専
攻
の
設
立
五
十
周
年
記
念
へ
の
共
催

と
し
て
、
中
央
大
学
名
誉
教
授
早
乙
女
忠
氏
に

よ
る
「
喜
び
の
訪
れ
│
│
Ｃ
・
Ｓ
・
ル
イ
ス
と
女

性
た
ち
」、
十
二
月
に
は
京
都
大
学
の
岡
真
理

氏
に
よ
る
「
パ
レ
ス
チ
ナ

記
憶
の
詩
学
と
政

治
学
」
と
い
う
二
つ
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
十
二
月
に
は
内
外
十
名
の
方
々
を
お
招
き

し
て
、
す
で
に
恒
例
と
な
っ
た「
ポ
エ
ト
リ
ー
・

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
の
第
五
回
を
盛
大
に
催
す
こ

と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
本
号
の
特
集
に
関
連
し

て
、
十
月
と
一
月
に
は
あ
わ
せ
て
四
人
の
方
々

に
よ
る
「
ア
メ
リ
カ
文
学
・
文
化
に
お
け
る
ア

フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
イ
メ
ー
ジ
」
に
関
す

る
講
演
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
た
そ
う
し
た

講
演
会
活
動
と
は
別
に
、
英
文
学
科
佐
野
哲
也

教
授
を
中
心
と
し
た
言
語
心
理
学
研
究
会
に
よ

る
「
子
供
の
発
話
資
料
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
現
在
進
行
中
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
継
続
的
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
多
く
の
読
書
会
な
ど
も
含
め
て
、
今
年

度
も
な
か
な
か
多
彩
で
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
ひ
そ
か
に
自
負
し
て
い

る
。
朝
比
奈
は
こ
の
三
月
で
所
長
の
任
期
を
終

え
、
英
文
学
科
の
岡
本
昌
雄
教
授
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
今
後
と
も
一
層

の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

（
朝
比
奈
弘
治
）
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